
記載例 

現況の調査書 

 

作成日  年  月  日 

 

① 建 築 主         氏名                   ㊞ 

 

② 当該調査書を作成した者 

         資格（ ）級建築士（  ）登録第（     ）号 

氏名                   ㊞ 

 

既存不適格の内容 

 ③既存不適格規定 建築物の部分（具体的に明記） ④基準時（年月日） 

 法第28条の2、令第20条の8 ｼｯｸﾊｳｽ対策換気設備 平成15年7月1日 

 法第36条、令第25条 階段の手摺 平成12年6月1日 

 法第20条、令第46条 耐力壁の仕様、数量 昭和56年6月1日 

 法第20条、令第47条 柱の引き寄せ金物 平成12年6月1日 

    

    

    

 

⑤既往工事の履歴 

新築 確認 昭和53年 ○月 ○日 

    第○○○○○○号 

完了検査 年  月  日 

    第      号 

又は昭和54年 ○月 ○日築 

□増築、□改築、□修繕、 

□模様替、□用途変更 

昭和55年3月25日 内容 

4.5㎡増築 

10㎡以下のため確認なし 

□増築、□改築、□修繕、 

□模様替、□用途変更 

  

 

 

□除却に係る工事   

 

（記載注意） 

（１） この現況調査書は平成21年9月1日国住指第2153号の記載方法により作成してください。 

（２） 既存建築物の平面図及び配置図を添付し、既往工事の履歴がある場合は、既存建築物の

平面図及び配置図に、各既往工事に係る建築物の部分が分かるように図示してください。 

（３） 新築又は増築等の時期を示す書類を添付してください。 

（４） 基準時以前の建築基準関係規定への適合を確かめるための図書等の提出を求める場合が

あります。 

増改築があ

れば記載 


